
＊高齢化率とは・・
65歳以上の高齢者人口が
総人口に占める割合のこと。

＊山内地区には「きじの里」55世帯55名が含まれています

●今回は「いっしょまっしょ」です。

難易度★★★☆☆

・意味／「いつも、いつでも、ずっと」

・使い方／「いっしょまっしょ、そがんにばっか

ゆーちょっばって、いっちょん動かんじゃん。」

・訳／「いっつもそんなことばかり言ってるけど、

ちっとも行動しないじゃないの。」
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女性の方が長生き！！
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地域安全安心部会が毎年継続して行っている「緊急医
療情報キット配付事業」について、対象者のみでなく
地域の皆さんへもお知らせします。

新型コロナの影響で中止や延期が多かったまち協事業
ですが、なんとか開催でき、１月以降に完了した事業をご
紹介します。岐宿町の宝である子供たちの、頑張ってる様
子が伝わる事業ですね。

13地区のまちづくり協議会支援員でつくる「ワガゴト」第７号でも紹介されたこの事業。
五島南高校、夢トライコース3年生2人が、地域活性化をテーマに今年度1年かけて開発を進めてきました。
商工会やお菓子組合の協力のもと、試行錯誤の末完成したのは岐宿町川原の農家さんが育てた小麦粉を使ったクレー
プ。その名も「Ｒｅ：クレープ」。中には、奈留島産七福芋のペーストや五島茶クリームを包み込んでいます。
昨年12月19日に行われた「岐宿町産業祭」にて地域の方に試食していただき、多くの感想をいただきました。
今年度は新3年生が、引き続き
商品開発に挑戦します。地域の
方と一緒に作りあげる計画をして
いるようです。さてどんな挑戦
になるか楽しみですね。

岐宿小学校5年生が、岐宿町で盛んな米作りについ
て学習し、実際に田植えや稲刈りを体験することで、米
作り農家の努力や工夫について理解を深めようと一年か
けて行われた事業。できたお米は「岐宿っ子祭り」でお
餅にして地域の方にも食べてもらおうと頑張って育てまし
たが、新型コロナの影響で祭りは中止。各家庭で、活
動の様子や感想などを話しながら味わったそうです。

五島南高校の全校生徒と教職員で、チューリップやパン
ジー、ビオラなどを鉢やプランターに植付け、福祉施設や各
支所など人の行き交う場所に配付。地域の方に大変喜ばれ、
生徒たちの地域貢献の心を育むとともに、環境美化に対する
意識向上、ふるさと教育にもつながる事業です。

●救急医療情報キット」とは・・
ひとり暮らしの高齢者が、万一、自宅で具合が悪くなった
ときに、救急隊員に必要な情報を伝える目的で備えるものです。
※最適な救急活動につなげるため、正確な情報が必要です。

●使い方は簡単！
情報シートに必要な情報を記入して冷蔵庫に入れます。

●配付対象者と配付方法
◇岐宿町在住の７５歳以上のひとり暮らしの方等
※同一敷地内に家族・親戚等がいない方

◇令和３年３月から各地域の民生委員さんが新たな対象者宅
を訪問し、配付する予定です。※すでに配布を受けてい
る方も、情報の更新など、今一度ご確認下さい。

●どうして冷蔵庫？
駆けつけた救急隊員がすぐに見つけ出すために、一番
わかりやすい場所が、冷蔵庫なのです。目印のマグ
ネットを冷蔵庫の扉に貼ってもらう事で、救急医療情報
キットの保管場所がすぐに分かります。



地域の問題や岐宿町の将来像を住民の皆さんととも
に考え、より良いまちづくりに反映させていくことを目的
に活動しているまちづくり協議会。高齢者支援と同じよ
うに、子育て世代の支援も検討しています。

アンケートの中で、要望の多かった「交流の場」の提供を、試験的に実施してみようと、岐宿まちづ

くり協議会、教育・文化部会で2回のイベントを企画。新型コロナの影響で、開催までに時間がか

かってしまいましたが、令和2年度の新規事業として開催することができました。イベント名を「子育て

ママさん集まれ！！」と題し、対象者54世帯へ案内を送ったところ、お母さん7名、未就学のお子さん

１４名が参加してくれました。2月27日（土）に開催した1回目の内容を写真とともにご紹介します。

●お母さんとお子さんとの一緒遊
びと、最後にはハグタイム！い
つも赤ちゃんに独り占めされて
るママを、ここぞとばかりにム
ギュー！💛

このイベントは岐宿の地域ボランティアさんの協力があってこそ実現できました。以前にも、この新聞でご紹介しまし
たが、岐宿にはボランティア団体が地区ごとにあり、他に読み聞かせ団体もあります。今回は最近結成した女性中堅
グループ「八咲花」が中心となって企画し、当日の運営も頑張ってくれました。メンバーの中には食生活改善推進員も
いて、野菜を使ったおやつの試食や、レシピの紹介もあり、食育にも一役買っています。盛りだくさんのイベントにお母
さんも子供たちも楽しんでいただけ、今後も開催してほしいという意見も多かったので、来年度も引き続き、「子育て
支援事業」を継続していけたらと思っています。

ちょうど1年前、岐宿町に住む3歳以下のお子様をお
持ちのご家庭を対象に実施したアンケート。その生の
声から実現したイベントをご紹介します。

●大きい子供たちは、地域のボランティアさんに
よる読み聞かせや手遊び、家ではできない新聞
紙ばらまき遊びなどをして過ごしました。

●お母さんはヨガでリフレッシュ♪その
間、赤ちゃんは地域のボランティアさん
が面倒をみてくれました。

●ボランティアやスタッフの方が子供をみてくれたので、ヨガに集中できた。安心してのびのびできた。

●上の子と１対１で関わるよい機会となりました。次回も参加したいと思う企画でした。

●たまたまですが、同じ保育園のお友達がたくさんいたので、最初はグズっていた息子もすぐに慣れたようです。

ヨガがとってもよかったです。リラックスできました。手作りのマフィンもうれしかったです。

●リラックスできたし、子どもとも楽しく触れ合えた。子どももたくさん遊んだ様でよかった。

●人見知りでこわがっていたけど、良い刺激になったと思います

自分の地域のボラン

ティアさんと顔見知りに

なることで、子育てに

対する安心感が生まれ

るといいですね。



「岐宿に空き家ないですか？」こんな声がどんどん増え

ています。岐宿は福江島の中心部。どこに行くにも便利

で、住みやすいと定評ですが、紹介できる物件が無く、

需要と供給がスムーズにいきません。

「想い出が詰まった家だから・・」

「ものがいっぱい置いたままだし・・」

こんな思いで、躊躇されている方も多いと思います。

でも家は人が住まなくなるとどんどん劣化して行き、危険

空き家となってしまいます。岐宿町の人口が増え、家も喜

ぶなんていい事尽くしじゃないですか？

これを機にぜひ空き家バンクへの登録をご検討ください！

またお住いの地域の空き家所
有者情報をお持ちの方は支援
員までご連絡ください！

こんにちは。集落支援員の泉井です。

4月になり、また新しい年度がスタートしました。

今年は桜の開花が例年より早く、待ち望んでい

た春が駆け足でやってきた感じです。今年の菜の花まつ

りも新型コロナの関係で中止になりましたが、昨年に好

評だった魚津ヶ崎公園の「こいのぼり」は、ＧＷ前から揚

げる予定ですので、是非見に来てくださいね！また、今

年度も皆さんに楽しんでいただける新聞を発行していきま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。

前回の新聞（19号）でも受診の案内をしましたが、

今年度の特定健診が始まります。コロナ感染症のため予

約が必要です。詳しくは個別通知等でお知らせしますの

でご確認ください。

五島南高校の普通科「夢トライコース」では、中学のと

きに学校になじめなかったり、登校することが難しかった

りした生徒のうち、「学びたい」という強い意志を持ち、生

活環境や学習環境を変えて「しま」で高校生活を送りたいと

考えている生徒を受け入れています。今年3月は2名の3

年生が卒業し、また4月から新1年生が入学してきます。

これに伴い、ホームステイをさせてくれる里親さんを随時

募集していて、この新聞の16号でも、特集で里親さん募

集を呼びかけました。里親は大変だとは思いますが、や

りがいがあると思います。説明だけでも聞いてみたいとい

うご家庭がありましたら、自薦他薦問いません！

まずはご一報ください！

複数の方が乗り合わせ、一人300円で希望の停留所（ゴ

ミステーション他）に送り届ける予約制の乗合タクシー「チョ

イソコごとう」。富江地区に続き、令和3年4月から岐宿地

区でも始まります！詳しくは、3月の広報誌と一緒にお届け

しているパンフレットをご覧いただき、ぜひご登録を！


